
第20回 

社会を明るくする運動 

7, 1-31 

主 唱 法 務 省

五所川原人権擁護委員会 

会長 阿部芳五郎（原 子） 

常務委員福士 行男（旭 町） 

ク 平山 スエ （布屋町） 

ク 尾崎 正雄（田 町） 

委員 一戸 竜雄（藻 川） 

ク 伊藤角右衛門（太刀打） 

ク 鹿内恭太郎（広 田） 

ク 土岐 弐郎（野 里） 

ク 石井福太郎（鎌谷町） 

おたがいに 

心のふれあう明るい社会 

纏
振
り
・蒸
気
ポ
、
てフ
・予
備
隊
が
好
評
 

（青森県） 

（佐々木市長の観閲を受ける市消防予備隊） （くわ入れする佐々木市長） 

市
役
所
庁
舎
お
ご
び
産
経
会

館
新
築
の
起
工
式
は
、
六
月
一
一

日
、
岩
木
町
旧
五
中
校
あ
り
」の

建
設
用
地
に
、
お
よ
そ
二
百
人

の
関
係
者
が
出
席
し
て
行
な
わ
 

れ
ま
し
た

式
は
修

ば
つ
の
あ

と
、
佐
々

木
市
長
が

鍬
入
れ
し

り
没
所
、
 

商
工
会

i4
 

所
市
農
業

協
同
組
合

建
設
業
者

な
ど
関
係

者
が
玉
弔

を
奉
典
し

て
終
わ
り

ま
し
た
。
 

工
事
は

昨
年
四
月

か
ら
五
月

に
か
け
て

の
地
質
調
 

査
、
こ
と

し
に
な
っ
 

て
か
ら
は
四
月
十
五
日
か
ら
六
 

月
十
ま
で
の
予
定
で
、
山
形
県
 

の
前
田
製
管
が
基
礎
工
事
を
行
 

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
が

順
調
に
進
み
五
月
中
に
終
了
し

ま
し
た
。
 

本
体
工
事
の
入
札
は
、
四
月

三
十
日
に
行
な
い
ま
し
た
が
、
 

東
京
都
の
間
組
が
二
億
六
千
八

百
万
円
で
落
札
し
、
機
械
設
備

工
事
は
東
京
都
の
日
管
工
業
が

一
億
六
百
五
十
万
円
で
、
電
気

設
備
工
事
は
、
仙
台
市
の
太
平

電
気
が
五
千
八
百
五
十
万
円
で

そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
地
質
調
査
に
は
六
十

九
万
円
、
基
礎
工
事
に
は
四
千

六
百
七
十
七
万
五
千
円
を
要
し

ま
し
た
。
 

市
庁
舎
は
、
日
本
で
初
め
て

の
建
設
省
設
計

・
監
理
で
、
お

よ
そ
、
建
築
面
積
七
千
二
百
六

十
八
平
方
薪
五
億
円
の
予
算
で

建
築
す
る
も
の
で
す
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
下
一
階
地
上

五
』
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
、
し
か

も
、
市
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
 

ビ
ス
を
考
え
て
の
エ
ス
カ
レ

ー
 

タ
ー
を
取
付
け
た
庁
舎
は
、
関

係
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
来
年

九
月
完
工
の
予
定
で
す
。
 
 

」
 

一ー

ー
 

県
消
防
協
会
五
所
川
原
支
部
 

定
期
観
聞
刈
周
‘
 六
月
十
二
日

早
朝
か
ら
観
閲
官
佐
々
木
市
長
 

・

斎
藤
消
防
長
・
鶴
谷
市
消
防

団
長
・
対
馬
消
防
署
長
・
荒
谷

市
消
防
審
議
会
長
・
高
橋
消
防
 

事
務
組
合
議
長
篇
 

な
ど
消
防
ス
タ

ッ
フ
多
数
と
、
 

消
防
団
員
八
百

九
十
名

・
消
防

署
六
十
名
・
消

防
予
備
隊
三
十

六
名
が
参
加
し

て
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
四

十
五
年
勤
続
の

鶴
谷
市
消
防
団

長
他
百
七
名
の

功
労
者
や
永
年

勤
続
者
を
表
彰

し
ま
し
た
が
、
 

昔
か
ら
の
ま
と
 
 

い
振
り
や
蒸
気
ポ
ン
プ
、
若
い

市
職
員
で
編
成
し
て
い
る
消
防

予
備
隊

（
隊長
・
神
正
良
広
報

係
長
）
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
 

雨が降らないので 

困っています 

水道の水を 

節約してくださし、 
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市庁舎新築に着工しました 

馨踏難静競デターもつきます 

（佐々木市長） 

（工事の安全を願って起工式） 



夏の健康を守る運動 

6.21-T.Z0 

暑くなる季節です 

食中毒・伝染病などを 

防ぎましよう 

日赤五所川原地区実績表 

38・350 72.650 189.4 

63.050 113.900 180.6 

72.800 159.600 219.2 三
 
合
 

毘沙門

中 川

三 好

合 計 

（分区別） （目標額円） （実績額円） （達成率％) 

五所川原 623.930 851.480 136.4 

七 	和 87.880 95.200 108.3 

長 	橋 81.510 167.400 205.3 

梅 	沢 41.990 61.400 146.2 

栄 73.320 125.200 170.7 

松 	島 94・770 117.510 123.9 

飯 	詰 75.400 144.000 190.9 

A
T
v青
森

テ
レ
ビ
は
、
日

曜
日
の
朝
八
時

五
分
か
ら
二
十

五
分
問
、
 
「
明

日
へ
の
歩
み
」
 

と
い
う
番
組
で

各
地
の
話
題
を

取
り
あ
げ
て
き

ま
し
た
が
、
今

回
は
、
 「
伸
び

ゆ
く
郷
土
・
五

所
川
原
市
」
と

題
し
五
所
川
原

市
の
産
業
・
経
 

済
・
教
育

・
文
化
・
体
育
・
保

健
・
衛
生

・
厚
生
（
建
設
な
ど

あ
ら
ゆ
る
ジ
ヤ
ン
ル
に
わ
た
っ

て
広
く
紹
介
し
て
い
ま
序

紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
 

松
島
団
地

・
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
・
総
合
職
業
訓
練
校

・

市
庁
舎
建
設

・
北
越
ヒ
ユ
ー
ム

管
工
場
・
中
道
ォ
ー
デ
イ
オ
工

場
・
乾
橋
・
三
好
橋
・
区
画
整

理
・
飯
詰
川
ダ
ム
・
農
免
道
路
 

・

し
尿
処
理
場
・
ゴ
ミ
焼
却
場

な
ど
で
す
が
、
特
に
、
佐
々
木

市
長

・
村
上
商
工
会
議
所
会
頭
 

・

開
米
市
農
協
組
合
長

・
市
文

化
振
興
会
議
の
小
山
吉
之
助
先

生
・
乗
田
淳
市
出
稼
ぎ
協
会
支

部
長
・
梅
田
共
同
炊
事
の
石
崎

節
さ
ん
ら
六
人
の
、
五
所
川
原

市
を
中
心
と
し
た

「
西
北
五
地

域
開
発
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う

対
談
は
、
大
き
く
取
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

本
放
送
は
七
月
十
二
日

（
日
 

）
朝
八
時
五
分
か
ら
二
十
五
分

間
、
再
放
送
は
、
七
月
十
八
日
 

（
土
）
昼
十
一
時
二
十
五
分
か

ら
で
す
か
ら
、
両
日
と
も

A
T
 

v
青
森
テ
レ
ビ
3
8チ
ヤ
ン
ネ
ル

を
見
て
く
だ
さ
い
。
 

昭
和
四
十
五
年
度
の
日
本
赤

十
字
社
資
増
強
運
動
は
、
例
年

ど
お
り
市
民
皆
さ
ん
の
ど
理
解

あ
る
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
 

結
核
の

予
防
接
種
を

し
て
く
だ
さ
い
 

市
の
結
核
患
者
は
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
の

中
に
結
核
に
か
か
っ
て
い
て
も

知
ら
な
い
で
生
活
し
て
い
る
人

も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

結
核
と
い
う
病
気
は
、
む
か

し
、
肺
病
と
い
わ
れ
不
治
の
病

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
、
早
く
治
療
す
れ
ば

一
番
な

お
り
や
す
い
病
気
で
す
。
し
か

し
、
悪
く
な
っ
て
か
ら
で
は
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と
な

り
ま
す
。
 

市
保
険
衛
生
課
で
は
、
こ
と

し
も
ま
た
七
月
中
、
次
の
日
程

で
、

一
般
市
民
の
結
核
予
防
の

た
め
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
B
c
 

G
の
接
種
を
し
ま
す
か
ら
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

以
前
に
回
覧
板
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
 
（
 
）
内
の

数
字
は
B
c
Gの
接
種
の
日
付
 
 

目
標
額
を
完
遂
し
て
こ
の
運
動

を
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
別
表

の
よ
う
に
実
績
を
報
告
し
、
厚

く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

け
で
す
。
 

◇
市
中
央
公
民
館
 

十
三
日
 
（
十
五
日
）
 

1
3時
半

ー
1
5時
 

◇
長
橋
診
療
所

・
中
川
支
所
 

一
一十
日

（
一
一
十一
一
日）
 

1
4時
ー
1
5時
 

◇
三
好
診
療
所
 

一
一十
日

（
一
一
十
一
一
日
）
 

1
3時
半
ー
1
4時
半
 

◇
飯
詰
支
所
・
梅
沢
支
所
 

二
十
一
日

（
二
十
三
日
）
 

1
4時
ー
1
5時
 

◇
七
和
支
所
 

二
十
一
日

（
二
十
三
日
）
 

1
0時
ー
1
1時
 

◇
毘
沙
門
小
学
校
・
栄
支
所
 

二
十
八
日

（
三
十
日
）
 

1
4時
ー

1
5時 

◇
松
島
支
所
 

二
十
八
日
 
（
三
十
日
）
 

1
3時
半
ー
1
4時
半
 

な
お
、
対
象
者
は
、
児
童
館
 

保
育
所

・
保
育
園
・
小
・
中
・
 

高
校
に
入
所
・
入
園
・
久
学
し
 

身
障
者
の
巡
回
診
査
と

更
正
相
談
を
行
な

つ
て

い
ま
す
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
、
身
障

者
手
帳
保
持
者
を
対
象
に
、
こ

と
し
も
巡
回
診
査
と
更
正
相
談

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

該
当
者
に
は
す
で
に
通
知
し

て
い
ま
す
が
、
障
害
に
変
化
の

あ
る
人
や
、
新
に
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
い
人
、
ま
た
は
、
障

害
な
ど
で
相
談
を
受
け
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◆
七
月
十
三
日
 

（
月
）
眼
科

九
時
半
ー
十
五
時
 

下
平
井
町
、
福
祉
会
館
 

◆
七
月
二
十
一
日

（
火
）
整
形

時
間
場
所
は
前
と
同
じ
 

◆
七
月
三
十
一
日

（
金
）
内
科

時
間
は
前
と
同
じ
 

末
広
町
の
県
五
所
川
原
保

健
所
 

な
お
、
身
障
者
手
帳
、
保
険

証
、
印
鑑
、
昼
食
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

麟
粛
 

古
文
書
解

読
講
習
 

◇
と
き
 

七
月
二
十
六
日
 
（
日）
 

九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
 

◇
と
こ
ろ
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
受
講
料
 

無
料
、
た
だ
し
、
テ
キ
ス
 

ト
代
と
し
て
四
百
円
を
要
 

し
ま
す
 

◇
共
催
 

県
文
化
財
保
護
協
会
 

県
立
図
書
館
 

市
教
育
委
員
会
 

※
受
講
者
を
五
十
人
に
限
 

り
ま
す
の
で
希
望
者
は
 

早
目
に
市
中
央
公
民
館
 

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

1
v
 

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

て
い
な
い
、

満
六
か
月
以
上
の
 

一
般
市
民
で
、
料
金
は
無
料
で
 

日
赤
社
資
増
強
運
動
が
お
わ
り
ま
し
た
 

す
。
 

7月12日（日）と18日、土）は

青森テレビを見てください 



4
9人
の
戦
没

者
叙
位
叙

勲
を
 

遺
族
に
伝
達
し
ま
し

た
 

③
 

佐
々
木
市
長
は
、
六
月
十
八

日
、
第
六
十
三
回
か
ら
七
十
一

回
ま
で
の
戦
没
叙
位
叙
勲
者
の

市
内
の
遺
族
四
十
九
人
を
市
役

所
に
招
き
、
天
皇
陛
下
か
ら
の

勲
状
、
勲
章
、
献
菓
を
次
の
よ

う
に
伝
達
し
ま
し
た
。
 
（
 
)
 

内
は
遺
族
で
す
。
 

（
・
平井
町
小
笠
原
正
蔵
（
浅

川
米
子
）
、
長
内
正
一
郎

（
正

三
）
、
大
村
忠
男

（
セ
ツ
）
、
 

幾
世
森
く
る
み
園
内
下
山
清
（
 

き
ん
）
、
新
宮
町
対
馬
清
治
 
（
 

清
寿
）
、
新
町
工
藤
喜
一
 
（
つ

る
）
、
久
保
良
太
郎

（
い
ま
）
 

鎌
谷
町
工
藤
米
雄

（
英
夫）
、
 

田
町
今
立
清
（
修
三
）
、
去
町

山
口
三
九
郎

（
俊
子）
、
錦
町

長
谷
川
純
一

（
イ
ョ
）
、
飛
島

圭
三
（
ゆ
み
）
、
太
田
三
郎
（
 

キ
ョ
ノ
）
、
川
端
町
金
沢
勇
（
ま

さ
）
、
毛
内
三
次
郎

（
つ
る
）
 

寺
町
竹
村
清
一
（
弥
惣
蔵
）
、
 

弥
生
町
小
野
嘉
太
郎

（
福
士
フ

サ
）
、
松
島
町
一
丁
目
信
田
直

衛

（
ふさ
）
、
千
鳥
町
飯
田
金

市

（
キ
ョ
）
、長
尾
賢
一
（
美
和

子
）
、
桜
田
岡
田
俊
蔵
（
伊
一
一

郎
）
、
田
川
神
義
孝

（
常
五
郎
 

）
、
沖
飯
詰
古
川
信
（
市
太
郎
 

）
、
藻
川
乗
田
繁
雄

（
繁
義
）
 

高
瀬
成
田
重
蔵
（
重
幸
）
、
漆
川
 

木
村
専
五
郎
（
キ
ン
コ
）
、
 一野

坪
永
沢
定
信
（定
）
、
唐
笠
柳
高

橋
秀
雄
（
ァ
ネ
）
、
長
富
鈴
木
敏

信
（
ト
メ
）
、中
泉
三
橋
千
代
衛
 

（
み
つ
裏
）
、
梅
田
野
呂
竜
蔵
 

（
万
之
丞
）
、
飯
詰
桜
庭
忠
徳

（
 

寛
）
、
白
取
三
太
郎

（
美
津
江
 

）
、
山
谷
鮮
司

・
山
谷
朝
之
助
 

（
しげ
子
）
、
原
子
伊
藤
長
五
郎
 

（
キ
ョ
）
、
羽
野
木
沢
阿
部
喜

之
助

（志
な
）
、
持
子
沢
長
内

潔
（
工
藤
な
お
）
、
飯
詰
横
山

正
五
郎
（
政
吉
）
、
新
宮
原
義

郎
（
リ
ョ
）
、長
富
増
田
千
代
一
一
 

（
兵
吉
）
r
鶴
ケ
岡
小
野
藤
雄
 

（
亜
弥
）
、
持
子
沢
小
笠
原
治

助
（
た
み
）
、
飯
詰
中
谷
金
五

郎
（
つ
る
）
、
錦
町
増
田
千
代

壬
ロ
（
キ
ク
）
、東
雲
町
本
間
勝

次
（
は
な
）
、
下
平
井
町
佐
藤

円
助
（
イ
ス
）
、
上
平
井
町
笠

原
秀
明
（
や
よ
）
。
 

田
畑

の
管
理
は
 

こ
の
よ
う
に
し

て
 

く
だ

さ
い
 

◇
水
田
転
換
作
物
圃
場
の

管
理
 

転
換
作
物
の
多
収
の
決
め
手

は
、
排
水
の
良
否
に
か
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
地
下
水
位
を
で
 
 

き
る
だ
け
低
下
さ
せ
、
隣
接
水

田
か
ら
の
横
し
ん
透
水
と
田
・

排
水
堰
か
ら
の
ろ
う
水
を
予
想

し
畑
の
周
囲
に
排
溝
を
掘
り
、
 

掘
り
上
げ
た
土
で
け
い
畔
を
補

強
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
降

雨
時
の
停
滞
水
を
早
く
排
除
す

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
畑
の
中

に
四
ー
五
け
い
間
隔
に
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
の
小
排
水
溝
を

掘
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
休
耕
田
の
管
理
 

休
耕
田
は
雑
草
が
繁
茂
し
な

い
よ
う
に
耕
起
す
る
か
除
草
剤

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

休
耕
田
の
条
件
を
よ
く
考
え
て

作
業
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
ば
れ
い
し
よ
 

え
き
病
に
お
か
さ
れ
て
茎
葉

が
早
く
枯
れ
る
と
多
収
は
望
め

な
い
の
で
徹
底
し
た
防
除
が
必

要
で
す
。
病
気
が
発
生
し
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
早
め
に
薬
剤

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
大
豆
 

培
土
は
増
収
効
果
が
大
き
い

の
で
二
葉
期
に
子
葉
が
か
く
れ

る
程
度
に
、
ま
た
、
二
回
目
は

四
葉
期
に
初
生
葉
が
か
く
れ
る

程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
と
う
も
ろ
こ
し
 

草
丈
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
頃

第

一
回
目
中
耕
、
草
丈
二
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
頃
第
二
回
目
中

耕
と
小
培
土
を
し
て
く
だ
さ
い
 

（
農
林
課
）
 

飯
詰
、
中
川
、
 

三
好
、
毘
沙
門

長
富
地
区
の
新

交
換
局
へ
の
切

り
替
え
工
事
は

順
調
に
進
み
、
 

七
月
二
十
四
日

午
後
三
時
を
期

し
て

一
斉
に
切

り
替
え
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
切

り
替
え
以
後
は

特
に
次
の
点
に
 

充
分
気
を
つ
け
て
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
飯
詰
、
中
川
、
三
好
、
毘
沙

門
、
長
富
の
各
地
区
加
入
電

話
番
号
は
全
部
変
わ
り
ま
す
 

の
で
、
必
ら
ず
新
し
い
臨
時

電
話
番
号
表
で
お
調
べ
く
だ

さ
い
。
 

◇
ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
か
ら
約

五
秒
か
ら
十
五
秒
ま
で
の
間

無
音
に
な
り
ま
す
が
故
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
ま

ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
 

◇
七
月
二
十
四
日
の
午
後
二
時

五
十
分
頃
か
ら
三
時
十
五
分

頃
ま
で
の
約
二
十
五
分
間
は

切
り
替
え
作
業
中
で
す
の
で

な
る
べ
く
電
話
を
利
用
し
な

い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
市
内
局
番
も
変
わ
り
ま
す
が

飯
詰
地
区
は
七
局
に
、
中
川

三
好
、
毘
沙
門
、
長
富
地
区

は
六
局
に
な
り
ま
す
。
 

◇
切
り
替
え
後
も
従
来
通
り
電

信
電
話
業
務
は
五
所
川
原
電

報
電
話
局
で
取
り
扱
い
ま
す

な
お
、
八
戸
局
の
局
番
も
、
 

五
月
三
十
一
日
か
ら
、
市
外

局
番
は
〇

一
七
八
に
、
市
内

局
番
は
ニ
ケ
タ
に
そ
れ
ぞ
れ

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

明
日
を
ひ
ら
く
映
 

画
の
会

に
ど
う
ぞ
 

市
と
市
教
育
委
員
会
は
毎

月
第
一
と
第
三
の
土
曜
日

の
午
後
二
時
か
ら
、
市
民

文
化
会
館
に
お
い
て
、
 「
 

明
日
を
ひ
ら
く
映
画

の
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
第
四
回
は
次
の
よ
う

に
開
催
し
ま
す
か
ら
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
と
 
き
 

七
月
十
八
日

（
土
）
 

午
後
ニ
時
 

◇
と
こ
ろ
 

市
民
文
化
会
館
 

◇
入
場
無
料
 

◇
上
映
フ
イ
ル
ム
 

ー
、
家
庭
教
育
映
画

「
よ

く
遊
ぷ
子
は
よ
く
の

び
る
」
 

人
形
劇
映
画
カ
ラ
ー
 

「
泣
い
た
赤
鬼
」
 

文
部
省
選
定
「
こ
う

い
う
人
に
僕
は
な
り

た
い
」
 

明るい出稼ぎ者からのお便りです 

五所川原市役所の皆さんお元気ですか、毎日のお仕

事さぞ大変の事と存じます。先日、市政ニユースを送

って下さいまして嬉しく拝見させて頂きました。 

私達の会社間組には、俵元・豊成・羽野木沢からの 

17名が働いて居ります。仕事は道路工事やらいろいろ

ですが、家には子どもと女ばかり残して来ましたので

心配でなりません。どうかよろしくお願い致します。 

こんな時市内に良い仕事があったらとつくづく思いま

す。 

秋11月まで働いて帰りますから、引続き市政ニユー 

スをお送り下されば幸いに存じます。 

皆さんも、何よ“りご身体を大切にお元気で。何れ又

の便りで。お礼まで。 

千葉県東葛飾郡浦安町猫実 

間組 長谷班 外 崎 一 好 

飯詰・中」小三好地区の 

電話番号か変わります 



4 
5月中に2人が死にました 

車が三重衝突ノ転落／はねられる．ノ

とびだし．ノ即死／重軽傷者多数ノ 

このようなニユースは毎日のように

ラジオ・テレビで報じられています。 

世はまさに「交通地ごく」です。お

互いに注意しあつても車両の増加に道

路整備が追われ、人もまた追われてい

ます。 

市交通災害共済でも五月中に死亡事

故2件を含めて140万円の見舞金を支給

しました。 

いますぐ交通災害共済へ 

（市民相談室） 

平
井
団
地
に
建
設
す
る
 

④
 

積
立
分

譲
住
宅
の
積
立

者
を

募
集
し
て
い
ま
す
 

積
立
分
譲
住
宅
は
、
分
譲
予

定
額
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
融
資

見
込
額
を
引
い
た
自
己
資
金

（
 

頭
金
）
を
、
 一
年
、
二
年
、
三

年
で
積
立
て
る
こ
と
に
よ
り
確

実
に
宅
地
付
住
宅
の
供
給
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

◇
募
集
戸
数
 

一
年
積
立
者
二
十
人

二
年
積
立
者
二
十
人

三
年
積
立
者
 
十
人

計
 

五
斗
人
 

◇
分
譲
予
定
価
額
 

〇
一
年
積
立
二
百
四
十
五
万
円

公
庫
融
資
見
込
額
 
ー
 

百
四
十
八
万
円
 

積
立
金
 

九
十
六
万
円

利
息
相
当
額
 
一

万
円
 

い
よ
い
よ
宵
宮

の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
も

十
三
日
は
柳
町
の

稲
荷
神
社
、
十
七

日
は
元
町
の
八
幡

宮
と
田
町
・
栄
町

の
白
衣
神
社
と
つ

づ
く
予
定
で
す
。
 

宵
宮
の
花
火
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
 

次
の
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
 

◇
な
る
べ
く
大
人
が
い
っ
し
よ

に
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
に
マ
ッ
チ
を
使
わ
せ
る
の
 

『
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
 

，◇
花
火
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
さ

せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
転
ん

だ
り
す
る
と
発
火
し
ま
す
 

◇
た
く
さ
ん
の
花
火
を
人
や
家

に
向
け
た
り
燃
え
や
す
い
物

の
あ
る
場
所
で
遊
ば
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
 

◇
吹
出
し
打
上
げ
な
ど
筒
物
花

火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も

筒
を
の
ぞ
か
せ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

◇
特
に
、
平
玉
・
巻
玉
花
火
を

ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
 、

 

〇
二
年
積
立
二
百
五
十
五
万
円

公
庫
融
資
見
込
額
 

百
六
十
万
円

積
立
金
 

九
十
三
万
円

利
息
相
当
額
 
一
一
万

円

〇
」
犀
積
立
二
百
六
十
八
万
円

公
庫
融
見
込
額
 

百
七
十
二
万
円

積
立
金
 
九
十
三
万

円

利
息
相
当
額
 
三
万
円

◇
平
均
面
積
 

宅
地
 
二
百
四
十
平
方
米
 

建
物
 

五
十
三
平
方
米
 

◇
申
込
み
 

七
月
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

間
に
、
市
民
課
住
宅
係
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

で
す
か
ら
や
め
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
風
の
強
い
時
は
花
火
遊
び
を

や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
お
も
ち
や
花
火
の
歴

史
は
、
大
和
国
出
身
の
鍵
屋
が

お
よ
そ
今
か
ら
三
百
十
年
前
の

万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
 
に

江
戸
で
作
っ
た
の
が
元
祖
の
よ

う
で
す
が
、
今
で
は
、
徳
川
家

康
の
生
地
で
あ
る
愛
知
県
岡
崎

市
が
、
花
火
づ
く
り
の
町
で
す
 

市
観
光
協
会
の
会
員

を

募
集
し

て
い
ま
す
 

近
年
と
み
に
観
光
熱
が
高
ま

り
、
資
源
の
開
発
と
観
光
客
の

誘
致
に
市
町
村
あ
げ
て
全
力
を

傾
注
し
て
お
り
、
市
町
村
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
も
ま
た
、
市
民
憩
い
の

場
と
し
て
、
不
動
公
園

・
狼
野

長
根
公
園
・
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
・
牧
水
公
園
な
ど
遂
次

整
理
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
 

全
国
四
か
所
の
 
「少
年
自
然
の

家
」
を
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
 

ー
に
建
設
す
る
こ
と
が
、
坂
田

文
部
大
臣
・
竹
内
知
事
の
発
表

で
決
定
し
、
い
よ
い
ょ
市
も
脚
 
 

光
を
浴
び
る
段
階
と
な
り
ま
し

た
。
 

ま
た
、
市
観
光
協
会

（会
長

斎
藤
昇
市
議
・
百
十
名
）
で
も

こ
れ
ら
の
現
状
に
対
応
し
、
市

発
展
の
た
め
協
力
体
制
の
強
化

を
促
進
す
る
た
め
、
従
来
の
在

り
方
を
全
面
的
に
改
善
し
、
本

来
の
事
業
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
広
く
市

民
か
ら
新
た
に
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
七
月
二
十
日
ま
で

市
商
工
観
光
課
へ
ど
し
ど
し
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

車
検
の
と
き

一
酸
化
炭

素
の
濃
度
を
計
り
ま
す
 

最
近
の
自
動
車
排
気
ガ
ス
に

よ
る
公
害
に
つ
い
て
は
大
き
な

社
会
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
運
輸
省
も
積

極
的
に
こ
れ
に
取
り
組
み
昭
和

四
十
一
年
九
月
新
製
作
車
か
ら

一
酸
化
炭
素
排
出
量
の
規
制
を

行
な
い
、
昭
和
四
十
三
年
大
気

汚
染
防
止
法
の
施
行
を
機
会
に

自
動
車
点
検
基
準
を
一
部
改
正

し
、
こ
れ
に
伴
な
い
 
「自
動
屯

排
出
ガ
ス
点
検
整
備
要
領
」
が

定
め
ら
れ
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

の
定
期
点
検
整
備
を
自
動
車
使

用
者
に
義
務
づ
け
る
な
ど
し
て

自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
が
更
に
こ
ん
ど

は
、
八
月
か
ら
使
用
過
程
に
あ

る
自
動
車
に
対
し
て
も
新
製
作

車
同
様
、
車
検
の
時
に
一
酸
化

炭
素
の
濃
度
を
計
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

車
の
点
検
は
あ
な
た
の
義
務

で
す
。
き
れ
い
な
排
気
、
住
み
 

い
）
 

ょ
い
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
互
助
会
に
 

柔
道
部
が
で
き
ま
し
た
 

県
庁
柔
道
部
主
催
の
、
第

一

回
八
市
職
員
親
睦
柔
道
大
会
は

六
月
六
日
 
（
土
）
 の
午
後

一
時

か
ら
、
県
庁
中
庭
で
行
な
わ
れ

熱
戦
の
結
果
、
五
所
川
原
市
役

所
チ
ー
ム
は
第
四
位
で
し
た
が

こ
れ
を
契
機
に
正
式
に
市
役
所

互
助
会
柔
道
部
を
次
の
メ
ン
バ
 

ー
で
結
成
し
、
毎
週
金
曜
日
終

業
後
ニ
時
間
稽
古
し
て
体
力
づ

く
り
の
た
め
、
心

・
技
・
体
を

磨
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

部
長
・
企
画
総
務
課
長
沢
田

長
三
郎
五
段
、
幹
事
長
・
社
会

教
育
係
長
寺
田
勇
四
段
、
幹
事
 

・

税
務
課
第
二
納
税
係
長
増
田

福
蔵
三
段
、
同

・
水
道
課
長
補

佐
平
山
新
三
郎
二
段
、
同

・
農

林
課
山
上
富
士
雄
初
段
、
企
画

総
務
課
神
正
良
三
段
、
対
馬
義

光
三
段
、
佐
藤
昌
一
初
段
、
対

馬
忠
典
初
段
、
野
宮
健
司
初
段

時
田
武
則
、
農
林
課
佐
藤
勝
義

三
段
、
鈴
木
正
則
、
税
務
課
尾

野
兼
雄
三
段
、

土
岐
義
雄
、
三

浦
慶
一
、
市
民
課
菊
池
五
郎
1
1
1
 

段
、
木
村
喬
、
須
藤
力
太
郎
、
 

建
設
課
小
野
京
一
二
段
、
中
川

寿
昭
初
段
、
財
政
課
三
浦
助
初

段
、
保
険
衛
生
課
千
葉
康
也
、
 

都
市
計
画
課
加
藤
貴
士
初
段
、
 

教
育
委
員
会
山
川
実
二
段
、
西

北
中
央
病
院
中
村
哲
雄
初
段
、
 

鈴
木
登
志
夫
、
梅
沢
支
所
長
福

士
源
太
郎
三
段
、
三
好
支
所
田

口
清
四
郎
三
段
。
 

宵宮が続きます 

花火に注意してください 



防
犯
連
絡
員
を
ご

存
知
で

す
か
 

県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
予
防

と
事
件
の
早
期
解
決
の
た
め
、
 

昨
年
度
か
ら
防
犯
連
絡
所

（員
 

）
制
度
を
設
け
、
次
の
よ
う
に

委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
常

の
防
犯
相
談
や
緊
急
の
連
絡
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
五
所
川
原
地
区
 

須
郷
彦
一
・
木
村
喜
一
・
下

山
友
作

・
小
田
桐
惣
次
郎
・
小

田
桐
民
雄
・
加
賀
谷
鉄
郎

・
三

浦
良
策
・
坂
本
二
三
雄

（
田
町
 

）
、
対
馬
友
光
・
工
藤
正
栄

・

宮
崎
米
松

・
原
田
太
三
郎
・
成

田
長
則

（
栄
町
）
、古
川
千
代

春
・
野
宮
賢
八
・
新
岡国
昭
・

三
浦
助
美
・
小
川
正
一
穿

呂

徹

（
さ
つ
き
町
）
、
船
水
二
郎
 

（
平
和町
一
区
）
、
坂
本
栄
三
 

（
二
区）
、
今
八
五
郎

（
三
区
 

）
、
尾
崎
米
三
郎

（
四
区）
今

正
則

（
五
区）
、
木
村
嘉
夫

（
 

六
区
）
、
工
藤
直
二
郎

（
七
区
 

）
、
工
藤
七
郎

（
八
区
）
、林

タ
ョ
 （
九
区）
、
三
上
智
保

（
 

十
区
）
、
敦
賀
又
四
郎

（
六
区
 

）
、
北
村
国
雄
・
今
栄
蔵
（
成

田
町
）
、
神
美
登

・
津
川
武
雄
 

・

乗
田
繁
雄

（
平
井町
）
、
井

沢
柾
雄
・
岩
谷
勇

（
東
雲
町
）
 

山
川
圭
司
・
松
本
清

（
新
宮町
 

）
、
新
山
武
夫
・
工
藤
松
太
郎
 

・

毛
内
金
次
郎
・
寺
田
惣
次
郎
 

・

佐
藤
唯
四
郎

（
川
端
町
）
、
 

成
田
幸
一
・
小
笠
原
幸
雄
・
岩

谷
賢
司
・
尾
崎
長
左
衛
門

（
寺

町
）
、
福
士
孝
一

・
田
中
文
蔵
 

（
岩木
町
）
、
幡
野
善
保
・
木

村
智
慧
雄
・
大
村
仁
郎

・
福
士

長
三
郎
・
高
松
誠
造
・
工
藤
仁
 

・

田
中
久
七
・
寺
田
三
次
郎

（
 

下
平
井
町
）
、
三
浦
行
一
・
敦

賀
光
雄
・
小
栗
山
三
郎
（
小曲
 

）
、
高
橋
清
一
・
小
坂
功
・
大

村
秀
四
郎
・
高
井
健
蔵
・
清
野

兼
次
郎

（
中平
井
町
）
、
境
健

三
郎
・
新
谷
与
惣
治

・
中
村
米

一
・
小
野
仁
太
郎
（
柏
原
町
）
、
 

島
谷
嘉
次
雄
・
渡
辺
鉄
雄
・
木
 

⑤
 
村
忠
蔵
・
小
山
田
鳳
隆
・
藤
森

兼
男

（
末
広
町
）木
村
友
一

・

百
沢
瑞
穂
．（東
町
）
、
高
橋
重
 
 

次
郎

（
布
屋町
）
木
村
重
信
・
 

木
村
稔
・
猪
口
鉄
雄

（
鎌谷
町
 

）
、
後
藤
正

（
ー
ッ谷
）
、
エ
 

藤
広
郎

（
鳥森
）
森
下
健
次
郎
 

・

北
川
健
三
郎
・
佐
藤
進
・
岩

谷
賠

（
新
町
）
、田
中
久
三
・
 

神
直
一
・
工
藤
次
栄
・
藤
田
勇

太
郎
・
小
田
桐
一
夫
・
一
戸
武
 

弘

（
敷
島
町
）
、今
勝
司

・
横

山
金
弥

・
長
谷
部
照
明
・
石
戸

谷
清
蔵
・
金
沢
寛
・
渋
谷
孝
次
 

（
千鳥
町
）
、
小
山
内
繁
勝
・

藤
田
仁
三
郎
・
笹
田
義
美

（
弥

生
町
）
、
葛
西
昭
雄
・
山
口
精

治
・
辻
磐

・
佐
藤
栄

（
本
町）
 

竹
内
要
一
・
小
田
川
与
太
郎

・

大
溝
善
逸
・
上
見
寅
太
郎
・
佐

々
木
三
蔵
・
柳
本
鶴
吉
・
川
村

啓
」
廊

（
錦町
）

・
山
谷
満
広

瓜
田
武
雄
・
畠
山
昭

・
木
村
健

三
・
竹
山
勝
治
・
外
崎
哲
也
・

大
和
田
友
栄
・
唐
川
き
ぬ

（
旭

町
）
、
木
村
恭
太
郎
・
小
山
内

寅
四
郎
・
石
井
勇
造
・
小
田
桐

留
八
・
木
村
徳
太
郎
・
中
村
四

郎
・
平
山
日
出
夫

（
元
町
）
、
 

越
後
谷
利
昭
・
小
田
桐
惣
市

（
 

田
園
調
布
）
、
前
田
貢

・
吉
村

み
ち
よ

（
十川
町
）
。
 

◇
七
和
地
区
 

外
崎
高
代
・
三
上
卓
司
・
三

上
金
幸
・
太
田
慶
太
郎

（
俵元
 

）
、
柳
原
利
一
郎
・
斎
藤
昌
幸
 

・

川
口
満
夫
・
斎
藤
勝
雄
・
伊

藤
正
雄
・
工
藤
兼
次
郎

（
原子
 

）
、
阿
部
義
爾
・
阿
部
鉄
四
郎
 

・

斎
藤
平
作

・
斎
藤
竹
之
助

（
 

羽
野
木
沢
）
。
 

（
以下
は
次
号
に
続
き
ま
 

す
）
 

昭
和
4
5年
度
の
行
政
連
 

絡
員
が
き
ま
り
ま
し
た
 

こ
と
し
の
行
政
連
絡
員
は
、
 

こ
の
程
、
各
地
区
の
推
せ
ん
が

全
員
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
 

次
の
よ
う
に
発
令
し
ま
し
た
。
 

◇
五
所
川
原
地
区
 

錦
町
木
村
久
造
、
幾
島
町
岩

谷
良
造
、
柏
原
町
岩
谷
善
一
、
 

上
平
井
町
気
田
勝
治
、
平
井
町

神
美
登
、
中
平
井
町
鶴
谷
良
吉
 
 

下
平
井
町
寺
田
三
次
郎
、
さ
つ

き
町
工
藤
正
美
、
敷
島
町
工
藤

次
栄
、
東
雲
町
井
沢
柾
雄
、
旭

町
斎
鷹
隆
、
大
町
石
井
柾
次
郎

寺
町
岩
木
町
福
士
孝
一
、
末
広

唾
呂
町
小
山
田
鳳
隆
、
末
広
町

小
野
清
茂
、
布
屋
町
黒
滝
嘉
一

郎
、
本
町
伊
香
常
雄
、
東
町
山

上
藤
左
衛
門
、
弥
生
町
笹
田
義

美
、
鎌
谷
町
寺
田
秋
栄
、
川
端

町
毛
内
金
次
郎
、
第
一
柳
町
斎

藤
次
郎
、
第
二
柳
町
高
橋
賢
次

郎
、
成
田
町
金
沢
定
雄
、
元
町

小
田
桐
留
八
、
新
町
唐
牛
行
雄

田
町
藤
田
謙
太
郎
、
栄
町
福
士

周
蔵
、
田
園
調
布
小
田
桐
惣
市

十
川
町
前
田
貢
、
平
和
町
野
呂

甚
助
、
千
鳥
町
金
沢
寛
、
第
一

千
鳥
町
小
田
桐
七
郎
、
雛
田
成

田
平
司
、
小
曲
三
浦
行
一
、
長

橋
斎
藤
永
蔵
 

◇
七
和
地
区
 

今
専
之
助
・
福
士
信
悦
・福

士
光
男

（
高
野
）
、今
多
作
・

新
谷
啓
一

（
前田
野
目
）
、
三

上
行
夫

（
持子
沢
）
、
松
山
与

四
郎

（
羽
野
木沢
）
、
阿
部
命

司
・
伊
藤
定
雄

（
原
子
）
、三

上
庸
一
 （
俵
元
）
 

◇
長
橋
地
区
 

秋
田
善
吉

（
浅井
）
、
石
岡

永
作
・
石
岡善
一

（福
山
）
、
 

小
笠
原
亀
五
郎

（
杉派
立
）
、
 

須
藤
留
四
郎

（
野里
）
、
成
田

秀
四
郎

（
神山
）
、
長
尾
豊
作
 

（
松野
木
）
、
工
藤
東
太
郎

（
 

福
泉
）
、
石
岡
治
男

（
若山
）
 

横
島
岩
太
郎
（
石
田
坂
）
、
中

山
幸
一

（戸
沢
）
、
工
藤
賢

一
 

（豊
成
）
 

◇
梅
沢
地
区
 

前
田
勝
雄
（
上
梅
田
）
、
神

喜
」
郎
（
中
梅
田
）
、
前
田
勝

美
・

（
下
梅
田）
、
小
山
内
勘
 

」
節
・
工
藤
松
四
郎
（
中
泉
）
 

◇
栄
地
区
 

平
山
千
代
吉
・
三
橋
達
夫

（
 

湊
）
、
木
村
久
（
姥
や
ち
）
、
 

藤
田
清
次
郎
（
猫
測
）
、
坂
本

軍
悦
郎
（
三
ッ
谷
）
、
山
田
武

雄
・
工
藤
惣
」
節

（
稲実
）
、
 

工
藤
甚
策
・
成
田
藤
太
郎
（
広

田
）
、
成
田
酉
蔵
・
成
田
兼
光
 

（
七
ッ
館
）
 

◇
松
島
地
区
 

J
 

毛
内
幸
次
郎
（
吹
畑
）
、
新

井
雄
一

（
唐笠
柳
）
、
佐
々
木

嘉
四
太
郎
（
石
岡
）
、
高
橋
定

義
・
須
藤
己
之
松

（
水野
尾
）
 

湊
谷
辰
五
郎

（漆
川
）
、
新
谷

良

一
・
伊
藤
角
広
（
太
刀
打
）
 

三
浦
柾
市
・
小
野
千
代
造
・
小

野
徳
右
衛
門

（
一野
坪
）
、
伊

藤
善
吉

（馬
性
）
、
外
崎
武
美

工
藤
武
雄
・
渋
谷
武
則
・
平
山

茂
雄

（
金山
）
、
対
馬
国
雄
（
 

米
田
）
、
猪
口
柾
太
郎

（
二
本

柳
）
、
木
村
昂
悦

（
松島
町
一

丁
目
）
、
木
村
佳
一

（
二

・
三

丁
目
）
、
櫛
引
二
郎

（
四
丁目
 

）
、
佐
々
木
正
美

（
五
丁目
）
 

村
田
定
巳

（
六
丁目
）
、
春
藤

孝
男
（
七
丁
島
、

山
形
誠
一
一
 

（
八
丁目
）
 

・‘
 

◇
飯
詰
地
区
 

前
田
勘
四
郎

（
坂
の
上
南
新
 

）
、
和
島
豊
吉

（
北
新
中
町）
 

前
田
惣
作

（
新
町
大
町）
、
横

山
柾
吉
（
伝
助
町
下
町
）
、
田

中
三
千
雄
（
上
町
寺
町
）
、
大

久
保
新
八
郎

（
大正
町
大
日
町
 

）
、
竹
林
誠
逸
（
南
下
中
下
）
 

笠
井
政
市

（
長坂
味
喰
ケ
沢
）
 

佐
々
木
甚
」
露

（東
西
岩
崎
）
 

坂
本
四
郎

（
曙町
）
、
笠
井
三

太
郎

（
興隆
朝
日
）
、
浜
館
馨
 

（
五
本松
北
下
）
、
田
中
正
雄
 

（
下
村）
 

◇
中
川
地
区
 

藤
森
作
太
郎

・
秋
田
雄
策
・

松
沢
吉
太
郎

（川
山
）
、
秋
田

兼
吉

（
沖飯
詰
）
、
笠
井
敏
江
 

（
桜
田）
、
館
山
忠
太
郎

（
中

泊
）
、
奈
良
岡
賢
一

（
種井
）
 

山
形
弥
次
郎

（
田川
）
、
原
定

五
郎

（
新
宮）
 

◇
毘
沙
門
地
区
 

北
川
光
男
・
太
田
藤
太
郎

・

成
田
俊
雄
・
山
口
吉
太
郎
・
成

田
柾
則

（毘
沙
門
）
、
古
川
武

松
（
上
長
富
）
、
猿
賀
金
蔵
（
 

中
長
富
）
、
鳴
海
正
吉

（
下
長

富
）
 

◇
三
好
地
区
 

開
米
賢
作

・
開
米
三
吉
・
小

林

一
二
三

（
鶴
ケ岡
）

・
一
戸

良
秋

・
一
戸
勘
吉

・
工
藤
直
四

郎

・
高
橋
由
造

（
藻川
）
、
三

浦
正
毅

（
高
瀬）
、
小
笠
原
清

衛

（福
井
）
 



7. 1 -7.31 

日 本河 川 協 会 

建設広報協議会 

建 設 省 

河川愛護月間 

川をきれいiこしましよう

川やJI'端や土堤などに

ゴミなどを捨てないで

ください 

水
道
産
業
新
聞
社

で
は
十
二
回
水
道
週

間
の
協
賛
行
事
と
し

て
、
こ
と
ん
も
ま
た

次
の
よ
う
に
 「
水
の

写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
 

を
行
な
い
ま
す
の
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い

木
に
は
緑
・
空
に

は
太
陽
…
そ
ろ
そ
ろ

水
の
恋
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
水
は

あ
り
ふ
れ
た
何
の
へ

ん
く
つ
も
な
い
存
在

で
す
が
、
私
た
ち
に

は
な
じ
み
深
い
も
の

で
す
。
初
夏
の
さ
わ
 

や
か
な
日
に
、
あ
な
た
の
カ
メ

ラ
ァ
イ
を
通
じ
て
水
を
じ

つ
く

り
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

し
た
ら
き
っ
と
、
水
の
形

・
性

質
・
力
に
は
す
ば
ら
し
い
何
か

が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。
 

◇
題
材
 

囚
部
・
水
道
の
施
設
ま
た
は

工
事
、
⑧
部

・
水
を
利
用
し
て

い
る
場
面
、
⑥
部

・
水
の
あ
る

風
景

・
ス
ナ
ッ
プ
 
（
海
水
を
除

く
）
、
⑩
部

・
A
・
B
・
c
各

部
共
通
の
テ
ー
マ
の
カ
ラ
ー
 

◇
応
募
作
品
 

カ
ビ
ネ
以
上
の
白
黒
ま
た
は

カ
ラ
ー
及
び
カ
ラ
1
ス
ラ
イ
ド

◇
メ
切
 

九
月
十
五
日
 

◇
送
り
先
 

1
0
5
東
京
都
港
区
芝
中
門

前
ニ
ー
十
二

（
大
衛
ビ
ル
）
 

電
話
（
四
三
四
）
五
六
八

一

番
 

水
道
産
業
新
聞
社
水
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
係
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
広
報

班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

所
得
税
第

一
期
分
の

納
税
は
七

月
三
十

一

日
ま
で
で
す
 

七
月
は
所
得
税
第
一
期
分
の

予
定
納
税
を
す
る
月
で
す
。
し

か
し
、
災
害
や
転
業

・
廃
業
な

ど
の
た
め
、
こ
と
し
の
税
額
が

通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
額
ょ
り

少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
七
月
十
五
日
ま
で
に
税

務
署
に
申
請
し
て
予
定
納
税
額

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
予
定
納
税
基
準
額
が

二
万
円
未
満
の
人
は
予
定
納
税

を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
通
知

は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
納
税
に
は
、
金
融
機

関
の
予
金
口
座
か
ら
振
替
え
て

納
税
す
る
、
便
利
な

「
振
替
納

税
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

青
函
ト

ン
ネ
ル
を
 

掘
っ
て

く
だ
さ
い
 

日
本
鉄
道
建
設
公
団

・
竜
飛

鉄
道
建
設
所
で
は
、
世
紀
の
大

事
業
で
あ
る
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

の
従
業
員
を
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川

公
共
職
業
安
定
所
に
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

内
職
の

定
期

相
談
所

を

ご
利
用

く
だ

さ
い
 

青
森
市
大
字
石
江
字
江
渡
九

十
七
の
ー
に
あ
る
青
森
内
職
公
 

共
職
業
補
導
所
で
は
、
毎
月
第

二
月
曜
日
の
午
前
中
、
五
所
川

原
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て

五
所
川
地
区
内
職
定
期
相
談
を

行
な

っ
て
声
り
ま
す
か
ら
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

七
月
の
職
種
は
、
フ
ラ
ン
ス

刺
し
ゆ
う
セ

ー
タ
ー
、
か
ぎ
針

編
み
、
時
計
バ
ン
ド
組
み
立
で

ビ
ー
ズ
刺
し
ゆ
う
で
す
。
 

防
衛
庁
職
員

採
用
 

初
級
試
験

を
行
い
ま
す
 

仙
台
防
衛
施
設
局
で
は
、
防

衛
庁
職
員
採
用
初
級
試
験
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 

乙
月
十
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で

◇
職
種
 

一
般
事
務
・
電
気
・
機
械

・
土

木

・
建
築
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
ニ
年
（
女
子
は
二
十

四
年
）
四
月
二
日
か
ら
二
十
八

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
 ◇

試
験
日
 

八
月
十
六
日
 
（
日
）
 

◇
試
験
地
 

仙
台
市
・
秋
田
市
・
八
戸
市
・

む
つ
市
 

な
お
、
受
験
申
込
用
紙
の
請

求
及
び
詳
し
い
こ
と
は
、
9
8
 

0
仙
台
市
支
倉
町
ニ
ー
三
五
仙

台
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

電
話
2
2局
六
一
四
一
番

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に
 
「
初

級
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
 

別
に
、
郵
便
番
号
と
あ
て
先
を

書
い
て
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

（
広
報班
）
 

第
六
次
社
会
開
発
奉

仕

隊
員
を
募
集
し

ま
す
 

社
会
開
発
青
年
奉
仕
隊
は
、
 

青
少
年
の
理
想
に
燃
え
る
若
い

力
を
集
め
て
、
各
地
に
お
い
て

地
域
開
発
、
社
会
開
発
に
協
力

し
、
よ
り
よ
い
国
づ
く
り
、
社

会
づ
く
り
に
取
組
も
う
と
す
る

も
の
で
す
。
 
 

奉
仕
隊
は
、
自
発
的
に
参
加
し

た
青
年

・
学
生
た
ち
に
よ

っ
て

組
織
さ
れ
、
長
期
間
現
地
の
人

た
ち
と

一
体
と
な

っ
て
活
動
を

進
め
、
や
や
も
す
る
と
忘
れ
ら

れ
が
ち
な
公
共
奉
仕
、
社
会
連

帯
意
識
を
高
め
、
ま
た
、
青
年

自
身
に
と

っ
て
も
青
春
の
生
き

甲
斐
に
、
自
己
形
式
に
役
立
つ

も
の
で
、
次
の
よ
う
に
日
本
青

年
奉
仕
協
会
が
募
集
す
る
も
の

で
す
。
 

◇
訓
練
期
間
 

七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十

一
日

ま
で
の
六
日
間
 

◇
派
遣
期
間
 

八
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
約

一
か
月
間
 

◇
訓
練
場
 

《！
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
年
総

合
セ
ソ
タ

ー
 

◇
派
遣
場
所
 

関
東
、
甲
信
越
地
区
 

◇
活
動
内
容
 

社
会
福
祉
施
設

（
子
ども

た
ち
の
世
話
及
び
環
境
整

備
）
 

子
ど
も
会
指
導

（
学
習
ス

ポ
ー
ツ
、
 レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
）
 

河
川
の
美
化
運
動
 

公
共
施
設
な
ど

へ
の
労
働
 

奉
仕
 

◇
派
遣
方
法
 

原
則
と
し
て
グ
ル
ー
プ
で
派
遺
 

し
ま
す
 

◇
参
加
資
格
 

原
則
と
し
て
十
八
才
か
ら
三
十

才
ま
で
の
男
女
青
年
・
学
生
で

健
康
な
人
は
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ま
た
特
に
技
術
を
必
要

と
し
ま
せ
ん
 

◇
経
費
 

参
加
に
要
す
る
交
通
費
及
び
事

前
訓
練
や
派
遣
期
間
中
に
お
け

る
生
活
費
や
作
業
衣
な
ど
は
協

会
負
担
と
し
、
派
遣
の
際
は
そ

の
他
月
額
三
千
円
程
度
の
生
活

手
当
を
支
給
し
ま
す
 

◇
申
込
み
方
法
 

ご
連
絡
が
あ
り
次
第
協
会
か

ら
活
動
計
画
及
び
申
込
み
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
 

◇
申
込
み
締
切
日
 

七
月
十
五
日
 

水の写真コンテストを行います 



」に
 
農

業
研
修
生
派
米

ト
・
 
協
式
で

は

7
メ
リ
カ
 

・

n
 

派
遣
農
業
研
修
生
を

乙イ
，
 

次
に
よ
り
募
集
し
て
 

ノ
 

い
ま
す
。
 

力
 

◇
募
集
期
間
 

リ

か
毎
年

五
月
一
日
か
ら
 

メ
ん
七

月
三
十
一
日
ま
で
 

7
ナ
】
 
◇
派
遺
人
員

二
百
人
 

◇
派
遣
期
間
 

二
か
年
 

◇
応
募
資
格
 

高
卒
で
十
九
才
か
ら
二
十
六
才

ま
で
の
、
現
在
農
業
に
従
事
し

て
い
る
青
年
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、

0
 

3
0青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番

一
号
青
森
県
庁
農
地
開
拓
課
青

森
2
2局一
一
一

一
番
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

r
 

若
者
が
世
界

に
 

は
ば
た
く
七
十
年

で
す
 

海
外
移
住
事
業
団
で
は
、
カ

ナ
ダ

・
7
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
バ
ラ
グ

7
イ

ギ
リ
ビ
ア
な
ど
へ
の
、
農
工
業

部
門
百
二
十
五
万
人
の
移
住
を

勧
め
て
い
ま
す
。
 

海
外
移
住
の
ご
相
談
は
、

0
 

3
0青
森
市
長
島
一
丁
目

一
番

一
号
青
森
県
庁
農
地
開
拓
課
内

海
外
移
住
事
業
団
青
森
県
事
務

所

T
EL
青
森

2
2局一
一
一
一

番
の
内
線
五
〇
八
番
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

労
働
基
準
監
督

官
の
 

採
用
試

験

を
行
い

ま
す
 

人
事
院
は
、
労
働
本
省
お
ょ

び
全
国
各
地
の
労
働
基
準
監
督

署
で
、
労
働
基
準
法
な
ど
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
労
働
者
の
保

護
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る

労
働
基
準
監
督
官
の
採
用
試
験
 

に
行
な
い
ま
す
。
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
十
年
四
月
二
日
か
ら
二
十
 

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

⑦
 
た
人
 

◇
申
込
受
付
期
間
 

七
月
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
 
 

◇
試
験
 

第

一
次
は
八
月
十
五
日
 
（土
）
 

‘
 
十
六
日
仙
台
市
で
、
第
二
次
は
 

十
月
二
十
日

（火
）
東
京
都
で
 

行
な
い
ま
す
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

六
十
人
 

◇
初
任
給
 

三
万
二
千
八
百
円
程
度
 

な
お
、
受
験
申
込
用
紙
の
請

求
及
び
詳
し
い
こ
と
は
、

9
8
 

0
仙
台
市
本
町
三
丁
目
三
ー
一

人
事
院
東
北
事
務
局
、
全
国
各

労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に
「
労

基
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
別
臣
、
郵
便
番
号
と
あ
て

先
を
書
い
て
二
十
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
 

皇
宮
護
衛

官
の
 

採
用

試
験
を
行
い

ま
す
 

人
事
院
で
は
、
皇
宮
お
ょ
び

京
都
御
所
な
ど
の
皇
宮
護
衛
署

で
、
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子

・

皇
太
子
妃
そ
の
他
の
皇
族
の
護

衛
、
皇
居
・
御
所
・
御
用
邸
の

警
備
な
ど
に
従
事
す
る
皇
宮
護

衛
官
の
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
 

）
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す

◇
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

二
十
八
年
四

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
 

◇
申
込
受
付
期
間
 

七
月
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

◇
試
験
 

第
一
次
八
月
二
十
二
日
 
（
日
）
 

第
二
次
十
月
上
旬
、
共
に
仙
台

市
で
 

◇
最
終
合
格
者
発
表
 

十
月
三
十
日
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

五
十
名
 

◇
初
任
給
 

二
万
七
千
七
百
円
程
度

な
お
受
験
申
込
用
紙
の
請
求

及
び
詳
し
い
こ
と
は
、

9
8
0
 

仙
台
市
本
町
三
丁
目
三
ー
一
人

事
院
東
北
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に

「
皇

宮
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
別
に
、
郵
便
番
号
と
あ
て

先
を
書
い
て
十
五
円
切
手
を
貼

っ
た
返信
用
封
筒
を
同
封
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

（
広
報班
）
 

刑
務

官
の
採

用

試

験

を

行
な

い
ま
す
 

人
事
院
で
は
、
全
国
の
刑
務

所
・
少
年
刑
務
所
ま
た
は
拘
置

所
な
ど
で
、
収
容
者
の
拘
禁

・

事
故
防
止
な
ど
の
警
備
・
収
容

者
の
日
常
生
活
の
指
導
監
督
・

施
設
の
管
理
な
ど
に
従
事
す
る

刑
務
官
の
採
用
試
験
（
高
卒
程

度
）
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す

◇
受
験
資
格
 

昭
和
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
一
一

十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
 

◇
甲
込
受
付
期
間
 

七
月
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

◇
試
験
 

第
一
次
八
月
二
十
三
日
 （
日
）
 

第
二
次
十
月
上
旬
、
共
に
青
森

市
で
 

◇
発
表
 

最
終
合
格
者
発
表
は
十

一
月
七

日
（
土
）
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

五
百
人
 

◇
初
任
給
 

二
万
七
千
七
百
円
程
度
 

な
お
、
受
験
申
込
用
紙
請
求

及
び
詳
し
い
こ
と
は
9
8
0仙

台
市
本
町
三
丁
目
三
ー
一
人
事

院
東
北
事
務
局
及
び
各
刑
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に

「
刑

務
官
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
別
に
、
郵
便
番
号
と
あ

て
先
を
書
い
て
二
十
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
 

（
広
報
班
）
 

若
い
お

ま
わ
り
さ
ん

に

な
り
ま
せ
ん

か
 

こ
と
し
も
い
ょ
い
ょ
、
来
春

採
用
す
る
警
察
官
の
募
集
シ

ー
 

ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
頃
の
経
済
成
長
・
社
会

開
発
・
国
民
生
活
の
向
上
は
眼
 

を
見
張
る
ば
か
り
で
す
が
、
反

面
こ
の
よ
う
に
著
し
く
繁
栄
し

た
平
和
な
生
活
の
陰
に
は
、
多

く
の
殺
人
事
件
や
集
団
に
よ
る

暴
力
行
為
、
交
通
事
故
で
の
死

傷
が
相
次
ぎ
、
毎
日
の
平
和
な

暮
し
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
警
察
官

は
、
日
夜
犯
人
の
逮
捕
や
犯
罪

の
予
防
に
、
ま
た
交
通
事
故
防

止
に
、
そ
の
青
春
と
情
熱
を
傾

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
警
察

は
ま
た
、
今
や
若
い
人
達
に
と

っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
や
り
が

い
の
あ
る
男
の
職
場
と
な
り
ま

し
た
。
日
本
を
、
そ
し
て
青
森

県
を
守
る
坦
い
手
と
し
て
、
人

生
に
大
い
な
る
意
義
を
感
じ

つ

つ
治
安
維
持
の
仕
事
に
い
そ
し

み
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
 

な
お
、
こ
と
し
か
ら
採
用
試

験
の
方
法
が
若
干
変
わ
り
、
警

察
官
を
採
用
す
る
都
道
府
県
が

共
同
し
て
試
験
を
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は

警
視
庁
・
神
奈
川
県

・
埼
玉
県

千
葉
県
・
大
阪
府
な
ど
の
警
察

官
に
な
ろ
う
と
す
る
人
も
青
森

県
の
警
察
官
に
な
ろ
う
と
す
る

人
も
同
じ
試
験
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

◇
募
集
要
項
 

受
付
開
始
 

七
月
一
日
 

第
一
次
試
験
 

八
月
三
十
日
 
（
日
）
 

試
験
場
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

弘
前
高
等
学
校
 

青
森
工
業
高
等
学
校
 

受
験
資
格
 

昭
和
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
 

受
験
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
五
所
川
原
警
察
署
か
管

内
警
察
官
派
出

（
駐
在
）
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

（
大
学卒
程
度
）
を
次
の
よ
う

（
大学
卒
程
度
）
を
次
の
 



蚊や蝿が出てきました 

下水やお便所はいつもきれいにし
てください 

警， 
I難I 
にミ奉（公車麗麗％ 

難難 

灘 

⑧ 

宮
内
庁
式
部

職
で
は
昭
和
四

ト
六
革
け
会
始

め
の
詠
進
歌
を

次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。
 

来
年
の
お
題

は

「
家
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た

が
、
具
体
的
な

建
造
物
の

「
家
 

」
ぼ
か
り
で
な

く
、
私
達
の
楽
 

し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

「
 

家
庭
」
を
題
材
と
し
て
取
扱
っ

て
も
結
構
で
す
。
 

詠
進
歌
は
、
 一
4犬
一
首
と
し

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

用
紙
は
半
紙
を
用
い
垂
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

盲
人
や
身
体
障
害
者
な
ど
は
点

字
で
詠
進
ま
た
は
他
人
が
代
筆

し
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ん
が

代
筆
の
と
き
は
そ
の
理
由
を
書

い
た
別
紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い

書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ

折
り
に
し
、
右
半
面
に
お
題
と

歌
を
、
左
半
面
に
住
所

・
氏
名
 

（
本名
・
ふ
り
が
な
つ
き
）
 

生
年
月
日

・
職
業
を
具
体
的
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

詠
進
の
期
間
は
、
九
月
一
日

か
ら
十
月
十
二
日
ま
で
で
す
の

で
、
郵
便
番
号
一
〇
〇
東
京
都

千
代
田
区
一
番
一
号
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
 

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

普
通
の
封
筒
に
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
次
の
場
合
は

失
格
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

◇
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し

た
場
合
、
◇
詠
進
歌
が
す
で
に
 

発
表
さ
れ
た
歌
と
司

ー
レニ
』
」
‘，

 

言
し
ノ
類
似
し
た
歌
で
あ
る
場

合
◇
詠
進
歌
を
歌
会
始
め
の
行

な
わ
れ
る
日
以
前
に
新
聞
・
雑

誌
そ
の
他
の
出
版
物
・
年
賀
状

な
ど
に
発
表
し
た
場
合
、
◇
盲

人
や
身
体
障
害
者
以
外
で
、
代

筆
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
◇
職

業
を
単
に
主
婦
・
無
職

・
会
社

員
・
公
務
員
・
商
業
と
だ
け
書

い
た
場

Aロ
 

以
上
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
市
広
報
班
か
、
郵
便
切
手

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
入
れ

て
直
接
式
部
職
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

国
税

不
服
審

判
所
を

ご
利
用

く
だ

さ
い
 

国
税
に
対
す
る
不
服
の
申
立

制
度
が
改
善
さ
れ
、
五
月
一
日

か
ら
国
税
不
服
審
判
所
が
発
足

し
て
い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

国
税
不
服
審
判
所
の
役
割
り

は
、
国
税
局
や
税
務
署
か
ら
独

立
し
て
、
納
税
者
か
ら
の
審
査

の
請
求
を
取
扱
う
機
関
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
、
国
税
局
に
設
け

ら
れ
て
い
た
協
議
団
が
審
査
の

請
求
を
審
理
し
、
そ
の
う
え
で

国
税
局
長
が
最
終
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
国
税
局
長
は
一
方

で
は
課
税
や
徴
収
の
仕
事
も
す

る
と
い
う
む
じ
ゆ
ん
が
あ
り
ま

し
た
。
 

そ
こ
で
、
審
判
所
は
国
税
局

か
ら
独
立
し
て
公
平
な
立
場
で

審
査
の
請
求
を
審
理
し
審
判
所

長
が
最
終
決
定
を
行
い
ま
す
か

ら
、
税
務
署
に
有
利
な
決
定
を

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
は
不
用
で
す
。
 

そ
の
う
え
審
判
所
は
、
国
税
 
 

庁
長
官
の
出
し
た
通
達
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
審
査
の
請
求
を

審
理
し
最
も
適
正
な
解
決
方
法

を
考
え
ま
す
。
国
税
庁
長
官
は

大
蔵
大
臣
が
任
命
す
る
民
間
の

学
識
経
騒
者
で
つ
く
ら
れ
た
国

税
審
査
会
の
議
決
に
基
づ
か
な

い
限
り
、
審
判
所
の
決
定
を
動

か
し
た
り
拒
否
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
国
税
不
服
審
判
所
に

は
税
務
部
外
の
人
を
含
め
た
国

税
審
判
官
が
配
属
さ
れ
納
税
者

か
ら
審
査
の
請
求
が
出
る
と
三

人
以
上
集
ま
っ
て
納
税
者
と
税

務
署
の
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し

い
か
公
平
な
立
場
で
審
理
し
ま

す
。
審
査
の
請
求
は
、
更
正
決

定
な
ど
の
処
分
を
し
た
税
務
署

長
や
国
税
局
長
に
対
し
て
ま
ず

異
議
申
し
立
て
を
し
て
そ
の
決

定
を
受
け
て
か
ら
で
き
る
場
今

と
青
色
申
告
者
の
よ
う
に
直
接

審
査
の
請
求
が
で
き
る
場
合
と

が
あ
り
ま
す
。
 

審
判
所
は
東
京
都
に
あ
り
ま

す
が
、
仙
台
市
な
ど
全
国
十
一

の
国
税
局
所
在
地
に
支
部
が
あ

り
、
青
森
市
本
町
一
の
六
の
五

に
青
森
支
所
が
り
、
費
用
な
ど

も
不
要
で
す
。
 

『
一
審判
所
の
決
め
た
解
決
方
法

に
不
満
が
あ
る
と
き
は
更
に
裁

判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す
。
 

（
税務
署
）
 

ぶ
ど
う
酒
づ
く
り
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
 

市
民
の
な
か
に
は
、
安
易
な

考
え
で
ぶ
ど
う
酒
や
り
ん
ご
酒

な
ど
を
造
っ
て
い
る
人
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
止
め
て
く
だ

さ
い
。
米
で
造
る
酒
だ
け
が
密
 
 

造
酒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 ぶ
ど

う
や
り
ん
ご
な
ど
で
造
る
酒
も

密
造
酒
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
う
め
・
み
か
ん
・

す
も
も

・
か
り
ん
・
い
ち
ご

・

に
ん
に
く
・
く
こ
・
し
そ

・
く

わ
ま
た
た
び

・
さ
る
な
し

・
と

ち

・
ぐ
み
・
レ
モ
ン
な
ど
は
造

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
税務
署
）
 

電
気

の
配
線
は

三
回
路

以
上
に
し
て
く
だ
さ

い
 

最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
電

気
器
具
が
急
速
に
普
及
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
そ
れ
比
対
応
し
た
電

気
の
設
備
が
必
要
で
す
。
 

電
気
の
使
用
量
は
、‘
十
年
後

は
約
三
倍
の
伸
び
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
 一
つ
の
回
路
（
電
気

が
通
る
道
）
 
は
十
五ァ
ン
ペ
ア
 

（
千
五
百
ワ
ッ
ト
）
が
限
度
で

す
の
で
、
将
来
の
こ
に
も
考
え

電
気
を
安
心
し
て
有
効
に
使
用

す
る
に
は
、
三
回
路
以
上
に
す

る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
 

（
東
北
電
力）
 

電
波

障
害
防
止

の
 

図
案
を
募
集
し

ま
す
 

電
波
障
害
防
止
中
央
協
議
会

で
は
、
電
気
器
具
・
自
動
車
・

ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
陰
な
ど
で
、
 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
影
響
す
る

障
害
を
防
ぐ

こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
テ
レ
ビ
放
送
用
図
案
を
中

学
生
か
ら
募
集
し
ま
す
。
 

作
品
は
、
縦
2
7m
・
横
3
8m
 

の
画
用
紙
の
中
に
、
縦
2
3m

・

横
3
0m
の
大
き
さ
で
、
白
黒
灰

色
で
描
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お

右
側
余
白
に
、
住
所

・
氏
名
・

校
名
・
学
年
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
応
募
締
切
り
は
九
月

五
日
、
発
表
は
十
月
一
日
で
す

の
で
、

9
8
0
仙
台
市
北
六
番

丁

一
九
五
ー
二
東
北
電
波
監
理

局
内
東
北
地
方
電
波
障
害
防
止

協
議
会
に
作
品
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、

N
H
 

K
青
森
ま
た
は
弘
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

(
N
H
K)
 

宮内庁で歌会始めの 

詠進歌を募集します 


